
 

「近江盆地の地盤の成り立ちと防災」 

 
平成 24 年度より，KG-NET・関西圏地盤研究会と関西地質調査業協会は，滋賀近江盆地を研究対象とし

て，今後の地盤防災に役立てるため地盤特性の研究に共同してとり組んでまいりました。 
この度，研究活動の一環として，近江盆地の地盤の成り立ちと防災にかかわる展示および講演会を開催す

ることとなりました。展示では，普段一般の方がお目にすることがないような地盤の中の試料や研究成果

の一端などを紹介します。また，講演会では近江盆地の地盤特性や琵琶湖の成り立ち，遺跡の話など近江

盆地の地盤にかかわる調査結果が聴講でき，展示と合わせて近江盆地の地域地盤特性の理解が深まり，地

盤防災に対する基礎的知識が身に付きます。 

開催概要（名称）： 

近江盆地の地盤の成り立ちと防災 

共 催： 

KG-NET・関西圏地盤研究会，関西地質調査業協会，滋賀県立琵琶湖博物館 

後 援： 

滋賀県，(公社)土木学会関西支部（予定），(公社)地盤工学会関西支部，日本応用地質学会関西支部（予

定） 

土木学会 CPD 認定プログラム（5.0 単位） 

開催日時：平成 26 年 8 月 17 日（日）10:00～16:00 

開催場所：滋賀県立琵琶湖博物館 

行事の内容： 

展 示（10:00～16:00）：ホール前に展示予定 
・主なコア試料 砂，粘土，有機質土 
・調査方法 
・滋賀県の被害想定の結果パネル 
・KG-NET・関西圏地盤研究会の成果パネル 
・遺跡・模型 

報告会（10:00～12:00） 
・ボーリングコア試料報告 地域地盤環境研究所 北田奈緒子 
・関西圏地盤研究会の成果報告 地域地盤環境研究所 濱田晃之 

講演会（13:00～15:30） 
・近江盆地と琵琶湖の生い立ち  琵琶湖博物館  里口 保文 
・近江盆地の概要と地盤  京都大学大学院  竹村 恵二 
・近江盆地の地盤の特徴  地域地盤環境研究所  北田奈緒子 
・近江盆地に住む（古代人の軌跡）  滋賀県文化財保護協会  濱 修 
・滋賀県の被害想定結果  京都大学大学院  三村 衛 

対 象：一般 

参加費：無料（事前登録なし） 

連絡先：一般財団法人地域地盤環境研究所（KG-NET・関西圏地盤研究会 事務局） 

〒550-0011 大阪市西区立売堀４－３－２ 
TEL.06-6539-2972 FAX.06-6578-6253 E-mail:geodick@geor.or.jp 
HP:http://www.kg-net2005.jp/ 

会告 


